
広報くしもと ２０１４．１０1

広報

KUSHIMOTO The Public Information Magazine

南紀熊野がジオパークに認定
　　　　　　ー　認定が決まり、立岩のポーズで喜びを表す関係者　ー

南紀熊野がジオパークに認定
　　　　　　ー　認定が決まり、立岩のポーズで喜びを表す関係者　ー

2014

10
No.114



広報くしもと ２０１４．１０ 2

Contents

October.2014

串本町の人口と世帯

No.114

10

○人　口 … 17,832人　【 男性 … 8,345人 ・ 女性 … 9,487人 】
○世帯数 …  8,981世帯

【平成26年8月29日現在】

◎もくじ
　P　３　…　南紀熊野　日本ジオパークに認定
　P　８　…　平成 26年第 3回定例会
　P　１０　…　浄化槽について／保育所入所申込時期等の変更
　P　１１　…　行政相談所の開設／紀勢本線の利用促進
　　　　　　　／学校いじめ防止基本方針について
　P　１２　…　緊急消防援助隊 近畿ブロック合同訓練
　　　　　　　／臨時福祉給付金の申請について
　P　１３　…　保健センター／りぼん
　P　１５　…　くしもと町立病院コーナー
　P　１６　…　まちのわだい
　P　１８　…　よろこびかなしみ／被害者支援について
　P　１９　…　お知らせ＆行事

このコーナーへ掲載希望の方は、申請書データ、写真データを添付して企画課のメールアドレスまで送付するか、企
画課へ申請書と写真データを直接お持ちください。
申請書は、町のホームページからダウンロードいただくか、企画課窓口で配布しています。
【対象年齢】3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさせていただきます。）投稿有効期間 3ヶ月。
お問い合わせは企画課まで　℡ 0735-62-0556　メールアドレス：kikaku@town.kushioto.wakayama.jp

すまいるっ！町内の元気いっぱいな子どもを紹介

高橋　和
のどか

ちゃん（2歳8ヶ月）

「これからも元気でたくましく
育ってください。(^_^)」

（父　秀幸さん）

あ
な
た
も
広
報
く
し
も
と
に

お
子
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
の
か
わ
い
く
て
元
気
い
っ
ぱ
い
な
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

串
本
町
役
場
企
画
課
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「
南
紀
熊
野
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
」

豊
か
な
自
然
が
残
る
南
紀
熊
野
。
こ
の
自
然
の
保
護
と
活
用
の
た
め
、

２
０
１
３
年
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
き
た
結
果
、

８
月
28
日
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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　 ジ
オ
（GEO

)

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
地
球
・

大
地
、
パ
ー
ク
（PA

RK
)

は
公
園
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　 ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
科
学
的
に
見
て
重
要

で
貴
重
な
地
形
・
地
質
を
用
い
て
、
大
地

の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
を
知
り
、
私
た
ち

人
間
と
の
関
係
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
も

た
ら
す
生
態
系
を
直
に
触
れ
、
学
び
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
自
然
公
園
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
自
然
を
保
全
す
る
だ
け
で
な
く

観
光
や
教
育
に
活
用
し
地
域
社
会
の
活
性

化
を
目
指
す
。
こ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　 現
在
、
日
本
国
内
で
は
、
36
地
域
が
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
６
地
域
（
洞
爺
湖
有
珠
山
、
糸
魚

川
、
山
陰
海
岸
、
島
原
半
島
、
室
戸
、
隠

岐
）
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

ジ
オ
サ
イ
ト
に
つ
い
て

　 ジ
オ
サ
イ
ト
と
は
、
地
形
・
地
質
・
自

然
・
文
化
な
ど
、
そ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を
特

色
づ
け
る
見
学
場
所
の
こ
と
で
あ
り
、
い

わ
ば
ジ
オ
パ
ー
ク
の
み
ど
こ
ろ
で
す
。
串

本
で
は
、
九
龍
島
、
橋
杭
岩
な
ど
が
ジ
オ

サ
イ
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　

　 ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
次
の
項
目
、
つ
ま
り

「
保
護
と
活
用
（
教
育
や
観
光
な
ど
）」
が

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

　 こ
の
点
が
条
約

に
基
づ
き
保
護
・
保
全
を
重
要
視
す
る
世

界
遺
産
と
の
違
い
で
す
。

◇
保
護
・
保
全

　 地
域
の
人
々
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を
保
護
・

　 保
全
す
る
。

◇
教
育

　 ジ
オ
パ
ー
ク
を
教
育
に
役
立
て
る
。

◇
観
光

　 地
域
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
。

日本ジオパーク認定の通知を受け、
万歳三唱で喜ぶ関係者ら（橋杭岩にて）

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た

「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
」。

大
地
の
公
園
と
呼
ば
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

広報くしもと ２０１４．１０5

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

　 南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
は
和
歌
山
県
の

南
部
に
位
置
す
る
９
市
町
村
（
新
宮
市
・

那
智
勝
浦
町
・
太
地
町
・
古
座
川
町
・
す

さ
み
町
・
白
浜
町
・
上
富
田
町
・
串
本
町
・

北
山
村
）
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。　 南

紀
熊
野
は
プ
レ
ー
ト
の
一
連
の
運
動

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
３
つ
の
地
質
体

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
で
も
極
め
て

珍
し
い
地
域
で
す
。
こ
れ
ら
特
異
な
地
質

と
地
形
、
豊
か
な
自
然
生
態
、
そ
し
て
、

こ
れ
ら
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
文
化
が
互
い

に
深
く
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　 南
紀
熊
野
の
貴
重
な
自
然
を
活
か
す
た

め
、
２
０
１
３
年
２
月
に
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
ジ
オ

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
ま
で
の
歩
み

パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
、
様
々
な
活
動

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　 南
紀
熊
野
を
ジ
オ
パ
ー
ク
と
す
る
た
め

に
は
、
多
く
の
方
に
南
紀
熊
野
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー

ク
ガ
イ
ド
の
養
成
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　 串
本
町
で
も
、
地
元
の
各
種
団
体
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
企
画
さ
れ
、
地
元
の

小
学
生
を
対
象
に
し
た
出
前
講
座
や
自
然

観
察
会
、
各
地
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ

オ
サ
イ
ト
の
清
掃
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　 こ
の
よ
う
な
実
績
を
経
て
、
２
０
１
４

年
３
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
申

請
書
を
提
出
。
そ
の
後
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン

や
現
地
審
査
が
行
わ
れ
、
８
月
28
日
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
よ
り
正
式
に
ジ
オ

パ
ー
ク
へ
の
認
定
が
決
定
し
た
と
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

雄
大
な
自
然
と
あ
た
た
か
い
人
々
が
暮
ら
す
南
紀
熊
野
。

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
地
域
の
宝
物
と
地
域
の
方
々
の

活
動
が
ジ
オ
パ
ー
ク
に
相
応
し
い
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　ジオパークはネットワークが大切です。串本町
だけでなく、今回の南紀熊野ジオパークの 9市町
村、さらには全国のジオパーク登録地とが同じ仲
間として連携することが重要となります。全国の
ジオパークの良いところを共有して、PRしてい
きたいと思っています。
　ジオパークは地質だけではなく、地域の方々の
活動など、地域全体が評価の対象となります。４
年に一度、更新の審査もあるため、地域が一丸と
なって活動を続けていく必要があります。
　今後は地元の方々の協力を得て、地域を盛り上
げていけるようにし、観光客にも満足してもらえ
るよう、ガイドの育成等に力を入れていきます。

～　  Interview  　～

神保 圭志 さん
じ ん ぼ け い し

南紀熊野ジオパーク
　　　   ガイドの会　会長

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

①橋杭岩を面白く解説する
ジオパークガイド。②認定
の連絡を受け、歓声をあげ
る関係者。③九龍島のジオ
ツアーの様子。
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串
本
ジ
オ
サ
イ
ト
マ
ッ
プ

　 １
０
２
箇
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
る
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
。（
平
成
26
年
8
月
現
在
）

　 そ
の
う
ち
、
串
本
に
あ
る
16
箇
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

1

2
16

３

4

7

10

11

5

6

8

9

1213

14
15

荒
船
海
岸

1

　 水
平
に
堆
積
し
た
地
層
が
、
地
殻

変
動
に
よ
り
垂
直
に
近
い
角
度
で
隆

起
し
て
い
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は

地
層
の
上
下
が
逆
転
し
て
い
る
様
子

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
龍
島
・
鯛
島

2

　 九
龍
島
に
は
、
大
小
多
数
の
洞
窟

が
あ
り
、
ゴ
カ
イ
の
仲
間
で
あ
る

ヤ
ッ
コ
カ
ン
ザ
シ
の
巣
跡
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鯛
島
は
言
葉

の
通
り
、
鯛
の
形
を
し
た
島
で
す
。

橋
杭
岩

3

　 約
１
５
０
０
万
年
前
に
地
下
か
ら

上
昇
し
た
マ
グ
マ
が
、
熊
野
層
群
の

泥
岩
に
貫
入
し
た
岩
脈
で
す
。
貫
入

後
、
波
の
浸
食
に
よ
り
、
泥
岩
部
分

は
削
ら
れ
た
も
の
の
、
硬
い
岩
脈
は

取
り
残
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
杭
状

の
形
に
な
り
ま
し
た
。

樫
野
崎

4

　 樫
野
埼
灯
台
は
明
治
３
年
に
初
点

灯
し
た
日
本
最
初
の
石
造
灯
台
で
す
。

日
本
最
古
と
な
る
石
造
灯
台
官
舎
が

隣
接
し
、
石
材
に
は
古
座
川
町
産
の

宇
津
木
石
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
金
剛

5

　 樫
野
崎
か
ら
鷹
ノ
巣
岬
は
、
硬
く

規
則
的
な
割
れ
目
が
発
達
す
る
流
紋

岩
か
ら
な
る
断
崖
絶
壁
が
特
徴
で
す
。

海
金
剛
は
、
こ
れ
ら
断
崖
下
の
海
面

か
ら
荒
々
し
く
切
り
立
つ
巨
岩
で
す
。

（
参
考

　 南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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袋
の
津
波
到
達
標
柱

11

　 袋
地
区
に
あ
る
１
９
４
６
年
（
昭

和
21
年
）
に
起
き
た
昭
和
南
海
地
震

の
津
波
到
達
の
標
柱
で
す
。
山
の
斜

面
に
当
時
の
津
波
到
達
水
位
（
約
7.9

ｍ
）
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

串
本
海
域
公
園

12

　 黒
潮
の
暖
流
に
よ
り
創
造
さ
れ
た

世
界
最
北
の
サ
ン
ゴ
群
落
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
多
く
の
熱
帯
性
の
生
物

が
生
息
し
て
お
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
の
崎

13

　 堆
積
し
た
時
代
が
大
き
く
異
な
る

地
層
群
の
関
係
を
不
整
合
と
呼
び
ま

す
。
田
の
崎
で
は
牟
婁
層
群
と
熊
野

層
群
の
不
整
合
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

江
田
海
岸

14

　 海
岸
に
現
れ
た
褶

し
ゅ
う
き
ょ
く

曲
と
呼
ば
れ
る

折
れ
曲
が
っ
た
地
層
と
津
波
に
よ
っ

て
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
津
波
石
と

思
わ
れ
る
巨
石
が
散
在
し
て
い
る
光

景
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ラ
シ
首
層

15

　 田
子
浦
の
海
岸
に
は
、
巨
礫
が

散
々
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
海
底
土

石
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
泥

岩
層
は
、
そ
の
形
状
か
ら
サ
ラ
シ
首

層
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

和
深
海
岸

16

　 和
深
海
岸
で
は
深
海
の
海
溝
に
砂

や
泥
が
流
れ
込
ん
で
地
層
と
な
っ
た

タ
ー
ビ
ダ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
砂
岩
と

泥
岩
が
交
互
に
積
み
重
な
っ
た
地
層

を
観
察
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潮
岬
の
火
成
岩

8

　 １
４
０
０
万
年
以
前
に
複
雑
な
マ

グ
マ
の
動
き
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
火

成
岩
体
。
化
学
成
分
の
異
な
る
マ
グ

マ
同
士
か
ら
で
き
た
火
成
岩
の
境
界

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潮
岬
の
海
岸
段
丘

9

　 潮
岬
は
２
段
の
海
岸
段
丘
が
発
達

し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
海
水
面
付
近

で
形
成
さ
れ
、
巨
大
地
震
が
起
こ
る

ご
と
に
隆
起
を
繰
り
返
し
、
現
在
の

高
度
ま
で
持
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

潮
岬
の
陸
繋
島

10

　 潮
岬
は
も
と
も
と
島
で
し
た
が
、

陸
側
か
ら
潮
岬
に
向
か
い
砂
州
が
成

長
し
、
や
が
て
陸
と
島
が
つ
な
が
り

陸
繋
島
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
砂
州

の
こ
と
を
ト
ン
ボ
ロ
と
い
い
ま
す
。

地
獄
の
釜が
ば

6

　 大
島
に
あ
る
浸
食
に
よ
り
で
き
た

洞
窟
の
上
部
が
崩
落
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
直
径
約
70
ｍ
、
深
さ
約
40
ｍ

の
巨
大
な
縦
穴
。
穴
の
底
は
海
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

大
島
の
火
成
岩

7

　 約
１
５
０
０
万
年
前
に
形
成
さ
れ

た
流
紋
岩
や
流
紋
岩
質
火
砕
岩
か
ら

な
る
火
成
岩
体
。
流
紋
岩
質
火
砕
岩

に
は
一
部
に
水
中
を
流
れ
た
堆
積
構

造
が
見
ら
れ
ま
す
。
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平
成
26
年

　 第
３
回
定
例
会

　 平
成
26
年
串
本
町
議
会
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
９

月
22
日
ま
で
の
13
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
後
、
田
嶋
町
長
よ
り
、
防

災
対
策
施
策
な
ど
の
諸
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業

特
別
会
計
と
も
「
な
い
」
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

■
防
災
対
策

　

　 去
る
８
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
台

風
12
号
の
影
響
で
降
り
続
い
た
雨
は
、
潮

岬
で
観
測
史
上
最
多
の
６
０
８
ミ
リ
と
い

う
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
串
本
町
で
初

め
て
町
内
全
域
に
土
砂
災
害
避
難
準
備
情

報
を
発
令
し
ま
し
た
。

　 ま
た
、
翌
週
の
９
日
か
ら
11
日
に
は
、

台
風
11
号
に
よ
り
古
座
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
古
座
川
流
域
地
区
に
避
難
準
備
情
報

を
発
令
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　 こ
れ
ら
の
台
風
に
よ
り
、
町
内
数
箇
所

で
崖
崩
れ
や
落
石
、
停
電
等
が
発
生
す
る

と
と
も
に
、
大
島
漁
港
で
は
、
突
風
に
よ

り
漁
船
数
隻
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　 こ
う
し
た
風
水
害
や
土
砂
災
害
、地
震
・

津
波
等
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
平
成
25

年
度
よ
り
串
本
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
先

日
開
催
し
た
串
本
町
防
災
会
議
に
お
い

て
、
修
正
案
を
ご
承
認
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

諸
報
告
（
要
旨
）

諸報告を述べる田嶋町長

■
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　 資
金
不
足
比
率　
　

■
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

　 ３
年
計
画
で
希
望
す
る
す
べ
て
の
世
帯

を
対
象
に
無
償
貸
与
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
旧
古
座
町
地
域

を
対
象
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 ８
月
末
に
、
各
世
帯
に
申
請
書
を
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

在
、
申
請
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　 今
後
、
地
区
毎
に
配
付
者
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
計
画
的
に
各
家
庭
へ
配
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
防
災
訓
練

　 10
月
18
日
、
19
日
に
「
緊
急
消
防
援
助

隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
」
と
「
和
歌

山
県
津
波
災
害
対
応
実
践
訓
練
」
が
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　 本
年
度
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
で

甚
大
な
被
害
が
危
惧
さ
れ
る
和
歌
山
県
南

部
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　 訓
練
内
容
は
、D

M
A
T

隊
輸
送
お
よ

び
傷
病
者
搬
送
、
道
路
啓
開
、
漂
流
者
捜

索
・
救
助
、
物
資
輸
送
、
倒
壊
家
屋
救
出
、

津
波
浸
水
家
屋
救
出
等
と
な
っ
て
お
り
、

大
規
模
な
総
合
実
践
訓
練
と
な
り
ま
す
。

　 今
回
の
訓
練
で
は
、
在
日
米
軍
の
協
力

　 平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
は
、実
質
赤
字
比
率
は「
な
い
」で
、

実
質
黒
字
比
率
が
３
．
42
％
。
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
「
な
い
」
で
、
連
結
実
質
黒

字
比
率
は
16
．
39
％
。
実
質
公
債
費
比
率

は
８
．２
％
。将
来
負
担
比
率
は
86
．１
％

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
数
値
も
、
早

期
健
全
化
基
準
お
よ
び
財
政
再
生
基
準
と

比
較
し
て
大
幅
に
低
い
数
値
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　 公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に

つ
き
ま
し
て
は
、
病
院
事
業
会
計
・
水
道

事
業
特
別
会
計
・
国
民
宿
舎
事
業
会
計
・
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平成 26 年 第 3 回定例会

に
よ
り
オ
ス
プ
レ
イ
等
の
輸
送
機
お
よ
び

護
衛
艦
を
用
い
た
緊
急
物
資
の
輸
送
お
よ

び
重
傷
者
の
広
域
搬
送
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　 串
本
町
に
お
け
る
幹
線
道
路
は
、
海
岸

沿
い
を
走
る
国
道
42
号
し
か
な
い
た
め
、

津
波
が
発
生
す
る
と
間
違
い
な
く
寸
断
さ

れ
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
て
し
ま
い
ま

す
。
高
速
道
路
も
す
さ
み
〜
串
本
間
の
事

業
化
が
決
定
し
た
と
い
っ
て
も
開
通
ま
で

10
年
近
く
か
か
り
、
ま
た
、
串
本
〜
太
地

間
は
未
だ
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　 こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
被
災
時
に
お
け

る
当
地
方
へ
の
災
害
物
資
、
人
、
車
両
の

輸
送
、
ま
た
傷
病
者
の
搬
送
は
空
路
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
大
き
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
当
町
と
し
て
は
、
こ

の
訓
練
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も

に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

■
日
本
ト
ル
コ
友
好
１
２
５
周
年
事
業

　　 現
在
、
駐
日
ト
ル
コ
大
使
館
と
の
間
で

追
悼
式
典
を
始
め
と
す
る
事
業
計
画
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　 追
悼
式
典
の
日
程
は
、
来
年
６
月
３
日

と
決
定
し
て
お
り
、
準
備
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
本
議
会
に
関
係
予
算
を
上
程
し

て
お
り
ま
す
。

■
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

　 「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

　 ７
月
１
日
よ
り
申
請
の
受
付
を
開
始

し
、
８
月
末
現
在
で
、
臨
時
福
祉
給
付
金

は
３
，９
３
６
名
、５
，３
３
９
万
５
千
円
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
６
７
６

名
、
１
，
１
３
９
万
円
の
給
付
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
ジ
オ
パ
ー
ク

　 南
紀
熊
野
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け

て
、
２
０
１
３
年
２
月
に
設
立
し
た
「
南

紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
」
が
、

今
年
３
月
に
申
請
を
し
て
お
り
ま
し
た
当

町
を
は
じ
め
紀
南
地
方
９
市
町
村
に
わ
た

る
「
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
地
域
」

が
、
８
月
28
日
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　 今
後
は
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
、「
地
域
の

宝
も
の
」を「
保
全
」す
る
と
と
も
に
、「
地

域
活
性
」
や
「
教
育
」、「
観
光
」
お
よ
び

「
防
災
」
な
ど
に
活
か
し
な
が
ら
、「
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
■
前
地
町
営
住
宅
建
替
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 進
捗
状
況

　 和
深
西
地
へ
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
住

宅
10
棟
20
戸
が
完
成
し
、
去
る
９
月
１
日

に
は
入
居
者
抽
選
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
入
居
者
の
皆
様
に
は
10
月
中

に
は
引
っ
越
し
を
し
て
い
た
だ
く
計
画
と

し
て
お
り
ま
す
。

　 ま
た
、
西
地
へ
建
設
す
る
残
り
５
棟
10

戸
に
つ
き
ま
し
て
も
、既
に
入
札
を
終
え
、

年
内
に
は
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

■
青
少
年
の
国
際
交
流

　 ７
月
19
日
か
ら
９
日
間
の
日
程
で
、
メ

ル
シ
ン
市
か
ら
14
歳
か
ら
18
歳
の
青
少
年

10
名
と
引
率
者
３
名
が
、
串
本
町
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。

　 エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
慰
霊
碑
で
の
献
花

や
ト
ル
コ
記
念
館
の
訪
問
の
ほ
か
、
今
年

は
大
島
中
学
校
以
外
に
も
交
流
を
広
め
よ

う
と
、
西
向
中
学
校
の
生
徒
と
の
ゲ
ー
ム

遊
び
や
、
古
座
小
学
校
の
児
童
と
カ
ヌ
ー

で
古
座
川
を
下
る
な
ど
、
多
く
の
子
供
た

ち
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　 ま
た
、
２
日
間
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
行
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
に

は
た
く
さ
ん
の
中
学
生
も
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
訪
問
は
、
ト
ル
コ
の
青
少

年
に
と
っ
て
、
ま
た
、
当
町
の
子
ど
も
達

に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
時
間
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　 今
後
も
、
青
少
年
の
交
流
を
通
じ
て
日

ト
友
好
の
町
と
し
て
国
際
交
流
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日本トルコ友好１２０周年事業
（平成 22 年 6 月）の様子

田嶋町長を表敬訪問したトルコ青少年
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内　　容 ２０人槽以下
①保守点検 ４か月に１回以上
②清掃 １年に１回

③法定検査

　(水質検査）

７条検査
      （設置後の水質検査）
１１条検査
      （年１回の定期検査）

浄化槽について
◆ 10月１日は「浄化槽の日」
　「浄化槽の日」は、浄化槽の設置や管理方法等について定めている「浄化槽法」が、昭和 60年
10月１日に全面施行されたことを記念して定められました。

◆浄化槽は適正な維持管理が必要です
　浄化槽は、し尿や生活排水をきれいにし、水環境の保全に大きな役割を果たしていますが、微
生物の働きを利用しているため、維持管理を行わないと機能が低下し、水質汚濁の原因となってし
まいます。
　そのため、浄化槽管理者には、①保守点検、②清掃、③法定検査が法律で義務付けられています。

　住民課　環境グループからのお知らせ　

①保守点検（浄化槽法第10条）
　保守点検は、浄化槽の装置が正しく働いてい
るかを点検し、装置や機械の調整・修理、スカ
ムや汚泥の状況確認を行い、清掃時期の判定、
消毒剤の補充などを行います。
　※保守点検は、県知事の登録を受けた保守点　
　　検業者で行ってください。

浄化槽の維持管理と法定検査

②清掃（浄化槽法第10条）
　清掃とは、浄化槽内に生じた汚泥を引き抜き、付属装置や機器類を洗浄・掃除する作業です。
　※清掃は、町長の許可を受けた浄化槽清掃業者で行ってください。
③法定検査（浄化槽法第７条及び第１１条）
　法定検査とは、浄化槽の設置工事や保守点検・清掃が適正に行われ、浄化槽の機能が発揮されて
いるかどうかを検査するものです。
　※法定検査は、県知事が指定した公益社団法人和歌山県水質保全センターで受けてください。

平成27年度の保育所入所申込時期等の変更について
　福祉課からのお知らせ　

　平成 27年 4月に「子ども・子育て支援新制度」の本格スタートが予定されています。
　新制度の実施に伴い、保育所の入所申込や保育料の算定方法が変わります。
　現在、その作業を進めていますので、平成 27年度の保育所入所申込については、平成 26年 11
月 1日からを予定しています。
　申込方法等については、11月号の広報でお知らせする予定です。
◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　児童福祉グループ　℡０７３５－６２－０５６２（直通）

 News
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 News

　紀勢本線活性化促進協議会からのお知らせ

紀勢本線の利用促進について
　電車は、子どもから高齢の方まで誰もが利用
しやすく、特に車を運転しない人にとってはな
くてはならない、大切な交通手段です。
　近年道路交通網の進展により、電車の利用、
特に私たちの生活基盤である紀勢本線の利用者
数は年々減少しています。生活基盤であること
はもとより、地域振興や産業振興にとっても欠

かせない紀勢本線を地域で支えることも必要で
す。お出かけの際には、
　○渋滞なしで時間に正確　
　○安全性が高い　
　○地球環境への影響が少ない　
といった利点の多い電車を、ぜひご利用くださ
い。

　住民課からのお知らせ

10月 20日～ 26日は行政相談週間です行政相談所の開設について
　総務省では、行政相談制度に関する国民の理
解と認識を深め、同制度の利用を促進するよう
努めており、毎年度「行政相談週間」を設け、
全国一斉に各種相談活動を実施しています。
　本年度も、来る 10 月 20 日（月）から 26

日 時 場 所 相 談 担 当 者

10月20日（月）
13時30分～15時30分 串本町役場　4階会議室 久保康夫行政相談委員（総務大臣委嘱）

10月23日（木）
13時30分～15時30分 西向町民文化センター 中林孝治行政相談委員（総務大臣委嘱）

◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１（直通）

日（日）までの一週間を「行政相談週間」と定め、
串本町においても、この週間に合わせて、行政
相談委員による行政相談所を下記のとおり開設
いたします。相談は無料で、秘密は固く守られ
ますので、お気軽にご利用ください。

　串本町教育委員会からのお知らせ

　平成 25 年 9月に ｢いじめ防止対策推進法｣
が施行されたことを受け、学校 ･家庭 ･地域が
一体となっていじめ防止等に取り組むために、
町内各小 ･中学校でも ｢学校いじめ防止基本方
針｣ を作成しています。
　各校ではこの基本方針がより実効性を持つも

のとなるよう、家庭、地域の参画を仰ぎ、様々
な意見を取り入れていきたいと考えております
ので、一度ご覧ください。
　なお、各校には概要をまとめたものも用意し
ておりますので、必要に応じて直接ご請求くだ
さい。

串本町立各小 ･中学校『学校いじめ防止基本方針』について
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　消防本部からのお知らせ

平成２６年度 緊急消防援助隊 近畿ブロック合同訓練
　近畿 2府 7県の緊急消防援助隊 ( 阪神・淡路大震
災を教訓に創設された大規模災害時に相互応援する部
隊 )が毎年実施している合同訓練を､ 今年度は南海ト
ラフの地震 ･津波で甚大な被害が危惧される和歌山県
南部で実施されます。
　訓練当日はたくさんのご迷惑をおかけすることと思
いますが皆さまのご理解、ご協力のほどよろしくお願
いします。

◇お問い合わせ先
　串本町消防本部　　℡０７３５－６２－０１１９

　福祉課からのお知らせ

　臨時福祉給付金について、10月 1日（水）をもって申請期間が終了となります。原則として、申
請期間外の申請は受け付けできませんが、やむを得ない事由のために申請ができなかった方について
は、平成 27年 2月 27日（金）まで申請を受け付けしますので、福祉課臨時福祉給付金係までご連
絡ください。
〔やむを得ない事由とは〕
　①災害等により、申請期間の終了までに申請ができなかった場合
　②当初、平成 26年度分の町民税（均等割）の課税者だった方が、その後の
　　税務調査等により非課税者となったが、申請期間を既に過ぎていた場合
　③加算分について、申請期間の終了までに年金・手当等の裁定または認定の
　　結果が判明しなかった場合
　　（平成 26年 9月 30日（火）までに裁定等の請求がされた場合に限る。）　など

臨時福祉給付金の申請について

◇お問い合わせ先
　串本町役場福祉課　臨時福祉給付金係　℡０７３５－６２－０５６２

【日時】　平成26年10月 18日（土）　午前8時00分～
　　　　平成26年10月 19日（日）　午後1時00分まで
【場所】　串本町内（くしもと町立病院付近、串本町総合運動公園、
　　　　 動鳴気漁港、上野山グラウンド）

 News
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■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.30

　糖尿病は、膵
すいぞう

臓から分
ぶんぴつ

泌されるインスリンの働きが悪くなったりすることで血液中の糖分が異常に高
くなる病気で、成人の５人に１人は糖尿病の可能性があると言われています。

【生活習慣病の種類】
 ・糖尿病　 ・脳卒中　 ・心臓病
 ・高血圧　 ・肥満　
 ・脂質異常症　           　  など

〔症状〕
　初期の段階では、「痛い・苦しい」といった自覚症状がほとんどないため、そのまま放置することで
合併症を引き起こし、視力障害や手足の壊

え し

死、あるいは脳梗
こうそく

塞や心筋梗塞、腎
じん

機能障害等、全身の様々

〔糖尿病とは〕
　食生活が豊かになるとともに、交通手段の発達や生活様式の多
様化により、食べ過ぎや飲み過ぎ、運動不足、日々のストレスが
原因となって脳卒中や心臓病、高血圧などの症状を引き起こすの
が生活習慣病です。30～４０歳代で急増し、日本人の死因のう
ち３分の２近くがこの生活習慣病となっていて、その代表格とも
言えるのが糖尿病です。

【ふだんの食事で糖尿病予防】
 ・野菜をたっぷりとる。
 ・甘い物や脂っぽい物は食べ過ぎない。
 ・決まった時間にゆっくりと食べる。
 ・量が多い時は無理せずに残す。　など

な臓器に障害が起こる危険があります。長期入院を 
余儀なくされることもあり、場合によっては死に至
る恐ろしい病気です。

〔糖尿病を防ぐには〕
　食べ過ぎないことと、栄養のバランスをとること
が何よりも大切（食事療法）。また適度な運動も必
要です（運動療法）。

〔医療機関にご相談ください〕
　万一、糖尿病が進行したら「薬物療法」や糖尿病教育を目的とした「入院治療」により血糖値を良好
にコントロールしなければなりません。血糖値検査を定期的に受けることはもちろん、検査の結果、糖
尿病であることが明らかになった場合や、
自覚症状が出てきた場合には、少しでも
早く医療機関にご相談ください。

　これまでの骨密度測定装置は腕だけの測定でしたが、最
新機では大

だいたいこつ

腿骨と腰
ようつい

椎から骨密度を測定できるようにな
ります。詳細なデータを得られることで、高齢の方の
骨
こつそしょうしょう

粗鬆症の治療や治療効果の把握に大いに役立てられます。

最新のＸ線骨密度測定装置を設置
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保健センター 10月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

※特定健診につきましては、４月１日現在、串本町国民健康保険の資格を有し、健診当日において串本町国民健康保険に加入して
　いる方が対象となります。
※検診当日の受付はできません。検診を希望される方はご希望の検診日の３日前までに必ず保健センターまでお申し込みください。
※台風の影響で日程を変更しています。ご了承ください。

10月の検診日程 　　　　　　　                         　　　　   　　　●印は受けられる検診を表しています
日 時 時　　間 特定 胃 大腸 胸部 子宮・乳房 場 所

10月18日（土） 13:00～14:00 ● 古座分庁舎

10月25日（土） 7:30～9:30 ● ● ● ● 串本町文化センター

10月26日（日） 7:30～9:30 ● ● ● ● 保健センター

献血　　　　　　          ※串本ライオンズクラブ協賛
実 施 日 受付時間 場 所

10月23日（木）1０:00～16:00 Aコープ紀南VASEO様

健康相談
実 施 日 受付時間 場 所

10月14日（火） 13:00～14:30 保健センター２階

※どなたでもお気軽に会場へお越しください。
　(血圧測定や健康についての相談をお受けします。)

乳幼児健診　　  　      ※会場は保健センター2階です
実 施 日 受付時間 内 容

10月  2日（木） 13:00～13:30 2歳6ヶ月児健診

10月  9日（木） 13:00～13:30 3歳6ヶ月児健診

10月23日（木）
13:00～13:30 6ヶ月児健診＆BCG接種

13:30～14:00 4ヶ月児健診

受診期間 ･･･12 月 27日（土）まで

乳幼児予防接種          ※会場は保健センター2階です
実 施 日 受付時間 内 容

10月  7日（火） 13:10～13:40 ポリオ

10月23日（木） 13:00～13:30 BCG

　インフルエンザ流行の
シーズンをむかえる前に、予防
接種を接種してインフルエンザか
ら大切な身体を守りましょう。この
予防接種は接種してから効果を発揮す
るまでに、1～ 4 週間かかります。イン
フルエンザが流行する前に予防接種を受けて
おくことが必要です。
※ 65歳以上の方は、串本町が発行する接種依
　頼券を持参すれば自己負担金 1,000 円でイ
　ンフルエンザ予防接種を接種できます。対象
　者の方には案内を送付しておりますので詳　 
　しくは個別通知の内容をご確認ください。

インフルエンザ予防接種

各種教室　　 　　     
実 施 日 受付時間 内容（場所）

10月20日（月） 13:30～15:30 離乳食教室（文化センター）

10月22日（水） 13:30～15:30 マタニティー教室　前期（保健センター2階）

歯周疾患検診について

　平成 26 年 4 月 1 日～平成 27
年 3 月 31 日までの間で 40 歳・
50 歳・60 歳・70 歳になる方は
今年度無料にて検診が受けられます。対象者の
方には個別に通知しております。

麻薬・覚醒剤乱用防止月間

平成 26年 10月 1日～ 11月 30日
　薬物乱用は乱用者個人の
健康上の問題だけでなく、
各種犯罪の誘因など公共の
福祉に計り知れない危害を
もたらします。
　最近では、危険ドラッグを使用した者が二次
的な犯罪、交通死亡事故などを発生させ、深刻
な社会問題となっています。

【成人関係】

【乳幼児関係】

広報くしもと ２０１４．１０15

内 容 日 時

子 育 て 相 談
2日、7日、9日、14日、16日、21日、23日、28日、30日
（9時～12時・13時～16時）

遊びのひろば 29日（水）（10時～12時・ 13時～15時）　場所： 旧西向保育所

10 月の予定

問合せ先：649 ｰ 4192 串本町西向359古座分庁舎内

子育て支援室 「りぼん」　0735 ｰ 67 ｰ 7010 ご利用ください！

　「りぼん」は子育てに関わる人が、今抱えてい
る不安や辛さを少しでも軽くできるように支援し
ています。困った時は皆に助けてもらって、子育
てをしましょう。お気軽にご利用ください。

「ありがとう」の言葉は最高のほめ言葉！　　　
　「かっこいいね！」とか「頭がいいね！」
などいろいろなほめ言葉がありますが、子ど
もたちは大人から「ありがとう」のほめ言葉
をかけてもらうのが一番うれしいそうです。
「自分も人の役に立てるんだ」「自分がやった
ことに意味があった」と思えるからうれしい
のです。「ありがとう」の言葉はお礼の言葉
であると同時に相手の存在価値を高める言葉

です。ちょっとしたことでも「ありがとうね。助
かったよ」と言葉をかけていきましょう。
【明橋大ニ、「子育てハッピーアドバイス」参照】

成人用肺炎球菌予防接種の助成が始まります。
　予防接種法の改正により、成人用肺炎球菌感染症の予防接種が定期接種化され、平成２６年１０月
１日から公費で接種が受けられることになりました。対象者には保健センターから個別案内をいたし
ます。なお、接種する際には、自己負担金 2,000 円が必要となります。

今年度の対象者

年 齢 生　年　月　日

　６５歳 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日生まれの方
　７０歳 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日生まれの方
　７５歳 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日生まれの方
　８０歳 昭和　９年４月２日～昭和１０年４月１日生まれの方
　８５歳 昭和　４年４月２日～昭和　５年４月１日生まれの方
　９０歳 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日生まれの方
　９５歳 大正　８年４月２日～大正　９年４月１日生まれの方
１００歳 大正　３年４月２日～大正　４年４月１日生まれの方
１０１歳以上 大正　３年４月１日以前に生まれた方

※左記以外の対象者につき
　ましては、平成２７年度
　から平成３０年度までの　
　期間、随時ご案内いたし
　ます。 
　詳しくは、保健センター　
　までお問い合わせくださ　
　い。 

No.17

子育てのヒント！

「りぼん」に来ませんか！
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悲
劇
か
ら
１
２
４
年
。

　 ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
大

島
樫
野
崎
沖
で
座
礁
、
沈
没
。
乗
組
員

６
５
６
名
の
う
ち
、
５
８
７
名
が
命
を
落

と
し
た
大
惨
事
か
ら
１
２
４
年
と
な
る
９

月
16
日
、
樫
野
崎
の
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

遭
難
慰
霊
碑
前
で
追
悼
式
典
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　 式
典
に
は
、
田
嶋
町
長
、
駐
日
ト
ル
コ

共
和
国
大
使
館
の
ム
ラ
ッ
ト
・
エ
ル
デ
ム

武
官
、映
画
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
」（
仮
題
）

の
田
中
光
敏
監
督
を
は
じ
め
、
樫
野
区
の

皆
さ
ん
や
町
議
会
議
員
ら
約
１
０
０
名
が

参
加
。
黙
祷
や
両
国
の
国
家
斉
唱
、
献
花
、

追
悼
歌
の
斉
唱
が
行
わ
れ
、
田
嶋
町
長
、

エ
ル
デ
ム
武
官
、
田
中
監
督
が
殉
難
将
士

の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　 田
嶋
町
長
は
「
先
人
が
受
け
継
い
で
き

た
ト
ル
コ
と
の
強
い
絆
を
こ
の
地
域
の
財

産
と
し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
は
、
日
本
ト
ル

コ
友
好
１
２
５
周
年
の
追
悼
式
典
が
開
催

さ
れ
る
ほ
か
、
田
中
監
督
に
よ
る
日
ト
合

日
本
ト
ル
コ
友
好
の
原
点

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号

　
追
悼
式
典

作
映
画
も
公
開
さ
れ
る
予
定
で
、
両
国
の

強
固
な
友
好
関
係
は
世
界
中
の
人
々
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　 エ
ル
デ
ム
武
官
は
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル

号
の
遭
難
は
悲
劇
で
あ
る
と
同
時
に
、
両

国
民
の
友
情
の
発
端
で
も
あ
り
ま
す
。
事

故
の
際
に
串
本
の
皆
さ
ま
が
差
し
の
べ
て

く
だ
さ
っ
た
助
け
の
手
は
、
お
互
い
の
こ

と
を
全
く
知
ら
な
い
人
た
ち
の
間
に
さ
え

真
の
友
情
が
芽
生
え
る
こ
と
の
証
し
で

す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　 ま
た
、
田
中
監
督
は
「
困
っ
た
と
き
に

は
助
け
合
う
、
人
と
し
て
も
っ
と
も
大
切

な
真
心
で
国
と
国
が
繋
が
っ
た
と
き
、
時

間
も
国
境
も
越
え
、
友
情
を
紡
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
が

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
故
か
ら
始

ま
っ
た
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
情
の
物
語
で

し
た
。
こ
の
真
心
の
話
を
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
に
な
り
、
両
国
の
友
好
の
礎
と
し

て
、
心
に
残
る
作
品
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。」
と
映
画
製
作
へ
の
意
欲
を

述
べ
ま
し
た
。

日
本
ト
ル
コ
の
友
情
を
再
確
認

①追悼式典に参加した関係者。②献花を行うエルデム武官。
③追悼の意を述べる田嶋町長。④映画の完成を誓う田中監督。

1

2

34

国歌斉唱する田嶋町長ら。

参
加
者
が
追
悼
歌
を
斉
唱
。
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Town Topics

映
画
の
完
成
を
願
っ
て

　 ９
月
12
日
、
社
会
福
祉
法
人

　 串
本
福

祉
会
の
和
田
吉
男
施
設
長
が
役
場
を
訪
問

し
、
映
画
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
」（
仮
題
）

の
地
元
撮
影
に
か
か
る
支
援
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　 寄
付
に
あ
た
り
和
田
施
設
長
は
「
良
い

映
画
を
つ
く
る
た
め
に
役
立
て
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
こ
の
映
画
を
機
に
、
串
本

に
来
て
く
れ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
、

　 田
嶋
町
長
は
、

「
寄
付
を
頂
け
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
映
画
の
成
功
に
向
け
て
有
効
に
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

田嶋町長に寄付金を手渡す和田吉男施設長

串
本
福
祉
会
が
串
本
町
に
寄
付

大
島
・
田
原
小
学
校
が
奨
励
賞

　 和
歌
山
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
32
回
和
歌
山

県
小
学
校
人
権
の
花
運
動
」
で
、
大
島
・

田
原
小
学
校
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　 こ
の
運
動
は
、
和
歌
山
県
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
が
、
次
代
を
担

う
児
童
が
協
力
し
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
り
「
思
い
や
り
の
心
」
を
育
ん
で
も

ら
お
う
と
県
内
全
小
学
校
児
童
を
対
象
に

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
32
回
和
歌
山
県

　
　
　

小
学
校
人
権
の
花
運
動

奨励賞を受賞した
田原小学校の児童（左）

奨励賞を受賞した
大島小学校の児童（右）

　 ８
月
25
日
か
ら
27
日
、
一
般
社
団
法
人

「
真
如
育
英
会
」
が
主
催
す
る
「
ト
ル
コ

青
年
・
日
本
文
化
研
修
」
に
よ
り
研
修
生

４
名
が
串
本
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　 ８
月
25
日
に
は
、
大
島
の
樫
野
崎
に
あ

る
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
慰
霊
碑
を
訪

問
。
黙
祷
を
捧
げ
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

慰
霊
碑
を
訪
れ
た
研
修
生
は
「
言
葉
で
は

表
現
で
き
な
い
く
ら
い
感
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
串
本
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　 そ
の
後
、
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
像
や
樫
野
埼

灯
台
、
ト
ル
コ
記
念
館
な
ど
を
見
学
し
、

清
野
副
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

串
本
に
来
れ
て
本
当
に
嬉
し
い

ト
ル
コ
青
年
・

　
　

日
本
文
化
研
修
生
が
来
町

①清野副町長を表敬
訪問した研修生。
②慰霊碑で黙祷を捧
げる研修生。

1

2

2

　 ９
月
７
日
、
串
本
町
立
体
育
館
に
お
い

て
串
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
田
仲
康

慧
会
長
）
に
よ
る
「
第
一
回
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　 今
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
健

康
づ
く
り
と
会
員
増
強
の
推
進
を
目
的
と

し
て
、
女
性
部
（
井
城
富
惠
部
長
）
が
企

画
し
た
も
の
で
、
町
内
各
地
の
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　 大
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
体
操
や

パ
ン
食
い
競
争
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
体
を
動

か
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　 井
城
部
長
は
「
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が

参
加
し
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で

串
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
一
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

1
3

①田嶋町長もゲーム
に参加し会員の方々
と一緒に楽しみまし
た。②パン食い競争
の様子。③全員で串
本節も踊りました。 2
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田

古

八

万

下

地

玲

子

石

　 野

　 ハ
ル
コ

梁

田

俊

一

瓜

　 田

　
　 博

　

南

　
　
　 せ

つ
代

長

井

笹

代

宮

　 本

　
　 清

　

川

端

照

子

塩

地

光

也

前

田

光

代

嵜

山

一

夫

太

田

甚

作

古

川

行

男

藤

本

松

子

谷

　
　
　 秋

　 廣

串

本

西

向

田

原

潮

岬

田

並

西

向

大

島

津

荷

田

原

樫

野

串

本

西

向

田

子

潮

岬

串

本

西

向

六
十
谷

　
奏

　
美

大

地

力

也

石

𠩤

拓

真

植

　
田

　
ひ
ま
り

𠮷

　
川

　
　

渚

　

良

知

龍

己

谷

澤

一

夏

小

西

航

太

嶋

本

采

代

森

口

そ

ら

伸

樹

拓

更

寿

子

紋

佳

亜

依

輝

隆

孝

洋

悠

平

竜

士

征

也

潮

岬

和

深

串

本

大
阪
府

和
歌
山
市

串

本

静
岡
県

サ
ン
ゴ
台

和

深

古

座

よ
ろ
こ
び

か
な
し
み

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地 

区
〉

か

な

み

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

り

き

や

な
ぎ
さ

た

く

ま

（８月受付分　敬称略）

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

り
ゅ
う
き

い

ち

か

紀の国被害者支援センターから
　　　　　　串本町民の皆さまへお知らせ

上記の問題のように、犯罪の被害に遭うと、被害者は様々な痛手を抱えることになります。

こ

う

た

さ

よ

◇犯罪被害に遭われると
　犯罪や被害に遭われた方やそのご家族、ご遺族
は、直接な被害だけではなく、被害後に生じる
様々な問題に苦しめられます。

電話相談　０７３－４２７－１０００(相談無料 ・ 秘密厳守)

◇被害者の抱える問題
　心身の不調、生活上の問題、周囲の人の言動に
よる傷つき、加害者からの更なる被害、捜査・裁
判に伴う様々な問題（負担）　　　　　　　 など

毎週月曜～金曜（午前 1０時から午後４時まで）、毎週土曜日（午後 1時から午後５時まで）
※日曜、祝祭日は休み

和歌山県公安委員会指定　犯罪被害者等早期支援団体

公益社団法人　紀の国被害者支援センター
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お
知
ら
せ
＆
行
事

Inform
ation

【連絡先】
串 本 町 役 場 本 庁 舎

（℡62‐0555）
串 本 町 役 場 古 座 分 庁 舎

（℡72‐0081）
く し も と 町 立 病 院

（℡62‐7111）
串 本 町 教 育 委 員 会

（℡72‐0017）
文 化 セ ン タ ー

（℡62‐0006）
串 本 町 図 書 館

（℡62‐4653）
保 健 セ ン タ ー

（℡62‐6206）
町 内 放 送 案 内 　
（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-928649）
串本町ホームページアドレス
h t t p : / / w w w . t o w n .
kushimoto.wakayama. jp
串本町メールアドレス（代表）
k i k a k u @ t o w n .
kushimoto.wakayama. jp

お
知
ら
せ

桂
文
珍  

宝
く
じ
文
化
公
演

「
桂

　 文
珍

　 独
演
会

　 〜
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ア
ー

　 一
期
一
笑
〜
」

▼
日
時

　
　 平
成
26
年
12
月
12
日
（
金
）

　

　
　
　 開
場

　 午
後
６
時

　
　

　
　
　 開
演

　 午
後
６
時
30
分

▼
会
場

　 串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料

　 一
律

　 ２
，
０
０
０
円

　 全
席
自
由

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
り
、
特
別
料
金
に

　 な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
前
売
で
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
の
販

　 売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
ご
同
伴
・
ご
入
場
は
ご
遠

　 慮
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
開
始

　 平
成
26
年
10
月
１
日
（
水
）

▼
販
売
場
所

　

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
平
日
の
み
）、

串
本
町
観
光
協
会
、
古
座
観
光
協
会

▼
販
売
時
間

　 午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
主
催

　

　 串
本
町
、
串
本
町
教
育
委
員
会
、

　 和
歌
山
県
、（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
後
援

　 串
本
町
文
化
自
主
事
業
実
行
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 串
本
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

　
　
　
　
　
　 （
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

地
籍
調
査
に
つ
い
て

　 串
本
町
で
は
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
地

籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
地
籍
調
査
の
意
義

　 「
地
籍
」
と
は
、
い
わ
ば
「
土
地
に
関

す
る
戸
籍
」
の
こ
と
で
、
様
々
な
行
政
場

面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 土
地
に
関
す
る
記
録
は
登
記
所
で
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
土
地
の
位
置

や
形
状
等
を
示
す
情
報
と
し
て
登
記
所
に

備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
地
図
や
図
面
は
、

そ
の
半
分
ほ
ど
が
明
治
時
代
の
地
租
改
正

時
に
作
ら
れ
た
地
図
（
公
図
）
な
ど
を
も

と
に
し
た
も
の
で
す
。

　 そ
の
た
め
、
境
界
や
形
状
・
面
積
な
ど

が
現
地
と
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く

あ
り
ま
す
。
地
籍
調
査
は
こ
れ
ら
の
不
備

欠
陥
を
補
正
し
、
国
土
の
実
態
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

　 地
籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
次
の

点
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
災
害
復
旧

○
公
共
事
業
の
円
滑
化

○
土
地
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

○
土
地
の
有
効
活
用
の
促
進

○
課
税
の
適
正
化

　 地
籍
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 串
本
町
役
場
建
設
課

　 地
籍
グ
ル
ー
プ

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
７
‐
７
０
２
０

全
国
一
斉
！
「
法
務
局

休
日
相
談
所
」
の
開
設

　 法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
平
成
26
年
10
月
５
日
（
日
）、
全

国
一
斉
に
休
日
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　 和
歌
山
地
方
法
務
局
に
お
き
ま
し
て

も
、次
の
と
お
り
休
日
相
談
所
を
開
設
し
、

法
務
局
職
員
に
加
え
、
公
証
人
等
が
相
談

を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　 相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
・
健
康
日
本
21
称
賛

若
石
健
康
法
（
足
ツ
ボ
）

『足ツボ・整体』

若 石 紀 州

【定休日】日曜・祝祭日
完全予約制　℡0735-62-0520

健康が全てではないが
健康でなければ
　　　　　　全てを失う

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

予約優先

だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時

　 平
成
26
年
10
月
５
日
（
日
）

　 午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付

　 午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　 〜

午
後
３
時
30
分
）

▼
開
設
場
所

　 和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

　 新
宮
市
緑
ヶ
丘
３
丁
目
２
番
64
号

（
新
宮
法
務
総
合
庁
舎
）

▼
相
談
内
容

・
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談

　 土
地
・
建
物
の
売
買
や
相
続
、
土
地
の

分
筆
、
建
物
の
新
築
お
よ
び
会
社
の
設
立

な
ど
の
各
種
登
記
、
筆
界
（
境
界
）
の
特

定
、
地
代
・
家
賃
な
ど
の
各
種
供
託
、
近

隣
関
係
や
い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
な
ど

・
公
証
人
へ
の
相
談

　 遺
言
書
作
成
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

▼
電
話
相
談

　 当
日
、
休
日
相
談
所
に
お
越
し
い
た
だ

け
な
い
方
の
た
め
に
、
電
話
に
よ
る
相
談

（
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
除
く
。
）

も
お
受
け
し
ま
す
。

　 ※
電
話
番
号
（
当
日
限
り
）

　 ℡
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 和
歌
山
地
方
法
務
局
新
宮
支
局

　 ℡
０
７
３
５
ー
２
２
ー
２
７
５
７

日

曜

･

無

料

遺

言

公

証

法

律

相

談

　 新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り
「
日

曜
・
無
料
遺
言
公
証
法
律
相
談
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　 平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　 午

前
９
時
〜
午
後
５
時

　 平
成
26
年
11
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　 午

前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

　 新
宮
公
証
役
場

▼
相
談
員

　 公
証
人

　 中
村

　 司

　
　
　 （

和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

▼
相
談
内
容

　 遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
（
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
）
・
離
婚
問
題
（
子
の
養

育
費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分

割
）
・
土
地
建
物
の
賃
貸
借
・
金
銭
の
貸

借
・
債
務
弁
済
・
売
買
・
贈
与
・
そ
の
他

の
大
切
な
契
約
・
尊
厳
死
宣
言
・
会
社
定

款
な
ど

▼
予
約

　 電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　 平
日
（
月
曜
〜
金
曜
）
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 新
宮
公
証
役
場

（
公
証
人 

中
村

　 司
）

　 新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
番
31
号  

　

（
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階
）

　 ℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
２
３
４
４

航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地

創
立
57
周
年
記
念
行
事

　 航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地
は
、
基
地

を
一
般
開
放
し
て
創
立
57
周
年
記
念
行
事

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
是

非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
（
基
地
開
放
時
間
）

　 10
月
５
日
（
日
）

　 午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　 航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地

　 串
本
町
須
江
１
３
８
３
‐
１
２

▼
内
容

　 飛
行
展
示
、
装
備
品
展
示
等

　 ※
天
候
に
よ
り
中
止
も
し
く
は
、
内
容

　
　 変

更
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

　 入
場
は
無
料
で
す
。
駐
車
場
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
串
本
駅
発
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
（
約
30
分
毎
に
運
行
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地

　 総
務

　 ℡
０
７
３
５
‐
６
５
‐
０
１
３
４

　 内
線
２
０
２
、２
０
３
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日 曜 行事内容（時間） 場　所 主管課等

9 木人権行政相談
（13:30～15:30） 古座分庁舎 住民課

16木行政相談
（13:30～15:30） 古座福祉センター 住民課

18
〜
19

土
〜
日
緊急消防援助隊近畿
ブロック合同訓練

サンゴ台災害対策用地
動鳴気漁港  ほか

近畿2府7
県緊急消
防援助隊

19日津波災害対応実践
訓練 町内各地 和歌山県

20月
行政相談週間
<平成26年10月20日(月)～26日（日）>
行政相談
（13:30～15:30）

串本町役場4階
会議室 住民課

23木人権行政相談
（13:30～15:30） 西向町民文化センター 住民課

10 月 の 行 事 予 定

町内の火災・救急件数
平成26年1月1日～8月31日まで

火災のない 住みよい豊かな町づくり

火災件数
建　物　１件
林　野　０件
その他　１件
合　計　２件

救急件数
交　通　　７３件
急　病　５５２件
その他　２３９件
合　計　８６４件

財産調査について
　「銀行口座を調べられ、勝手に口座からお金
がおろされた。個人情報保護法違反だ」と仰る
方がおられます。
　税金等を滞納すると、国税徴収法・地方税法
に基づき財産全てに対する調査権限が発生しま
す。
　この権限を行使して調査する場合、勤務先や
銀行等調査された機関は、回答しなければなり
ません。　
　税金の滞納がある場合の財産調査については、
個人情報保護法には一切抵触しません。

払いたくても払えない・・・そんな時は早めのご相談を。
ご相談は串本町役場税務課　℡ 62-0586

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

　 10
月
31
日
（
金
）

　 ○
町
県
民
税
（
３
期
）

　 ○
国
民
健
康
保
険
税
（
７
期
）

　 ○
介
護
保
険
料
（
７
期
）

　 ○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
４
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　 方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
か
か
り
ま

　 す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　 税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６
（
直
通
）

橋杭岩ライトアップ

平成26年10月31日（金）～11月2日（日）
午後 5時～午後8時（予定）
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

花火大会へ寄付を賜った皆さまへ
　熊野水軍古座河内祭の夕べ・第10回串本まつり花火大会開催にあたっては、多
くの皆さまからご協力・ご寄付を賜り、誠にありがとうございました。皆さまの
ご厚意に対し、心より感謝申し上げますとともに厚く御礼を申し上げます。

　７月25日には熊野水軍古座河内祭の夕べ、

８月27日には第10回串本まつりで花火大会

が開催され、夏の夜空を色鮮やかな花火が彩

り、見物客を魅了しました。

熊野水軍古座河内祭の夕べ花火大会 串本まつり花火大会

熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会／串本まつり実行委員会


